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まごころ箱・・・・・・いつも有難うございます！

入金集計額 円１０２,５００合
計

小樽ロータリークラブ
 井　　手 会員…本日は、小樽クラブより渡邉会長、松本幹事ご訪問

ありがとうございました。又、先週に続き中鉢さん、
三輪さんありがとうございます。来週は潮まつりの
潮音頭への参加宜しくお願いします。

 佐藤（友） 会員…昨夜、ＰＭＦ小樽公演無事終了、素晴らしい夜でし
た。皆様お疲れ様でした。

 小  笠  原 会員…お先に失礼

令和 8.7.1 ～令和 8.7.17（19,500 円）

【青少年奉仕委員会】委員長　湊　亨
　今期、副委員長に伊早坂会員、岡﨑会
員、佐藤友美会員、工藤会員というメン
バーで1年間活動をしていきます。
【活動方針】
１. 第１２回「小樽 こどもの詩（ポエム）
コンクール」への協賛・支援

　子どもたちの豊かな表現力や創造力を育むことを目的
とした本コンクールへの協賛と支援をします。今期の表
彰式は２０２６年（令和８年）１０月１７日（土）１５ :
００より小樽経済センターにて執り行われる表彰式へ、
井手会長をはじめとする関係者一同で臨席し子どもたち
への表彰をさせて頂きます。
２. 小樽市内優秀高校生表彰式の企画・設営および運営
　当クラブの伝統事業である「小樽市内高等学校優秀卒
業生表彰式」を設営します。来年２月開催予定です、ク
ラブの皆様方ご協力のほどよろしくお願いします。
３. ブックスタート事業への支援・協力
　乳幼児期からの読書習慣の定着や、絵本を通じた親子
の温かいふれあいを促進する「ブックスタート事業」に
対し必要な支援を行います。
４. クラブ執行部要望・方針への柔軟な対応
本方針に掲げた主要事業にとどまらず、今年度のクラブ
方針に沿って会長・佐藤雅之幹事等から青少年奉仕に関
する追加事業の要請などあった場合は柔軟かつ前向きに
協議を重ねて積極的な対応に努めます。

【ロータリー財団委員会】委員長　山村　弘一
　今年度、ロータリー財団委員長を務め
させていただきます山村です。副委員長
の山下会員、委員の宮川会員とともに、
３名で一年間活動してまいります。どう
ぞよろしくお願いいたします。
　今年度の活動については、例年どおり、

主に三つの取り組みを進めてまいります。
　第１にロータリー財団への寄付の推進です。第２にポリ
オ撲滅に向けた奉仕活動への協力です。第３にロータリー
財団の活動について理解を深めていただくための例会を企
画・実施することです。
　さらに今年度は、これら三つの活動に加え、ポール・ハ
リス・フェローの認証についても取り組んでまいりたいと
考えています。委員会活動を円滑に進めるためには、会員
の皆様のご理解とご協力が欠かせません。一年間、特段の
ご支援とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げ
ます。

【SAA】
委員長　堀内　万記子　盛　昭義（代理）

　スムーズな司会進行で潤滑かつ丁寧な例
会運営を心がけます。定期的な席替えで会
員間の交流を深めたいと存じます。空いて
いるテーブルがあればＳＡＡが席に座りま
すのでよろしくお願いいたします。
　最後に今期のＳＡＡは素敵なメンバー

が揃いました。なるべく交代で司会進行を行いたいと思い
ますので躍動感のある司会進行になるかと思います。何卒
よろしくお願い申し上げます。

■おたる潮まつりのＰＲと募金のお願い
「おたる潮まつり」実行委員会
阿部副運営委員長
　「おたる潮まつり」は、小樽
市民の皆様はもちろん、観光
客の皆様にも小樽の魅力を
知っていただく大切な祭りで
す。本年度は、記念すべき第
６０回を迎えることとなりま
した。これまで６０回にわた

り歴史を刻むことができましたのは、諸先輩方をはじめ、
市民の皆様、地域企業の皆様、各種団体の皆様の温かいご
支援と、祭りに寄せる強い思いがあったからこそと感じて
います。
　昨今の物価や資材費の高騰により、実行委員会の運営も
厳しい状況が続いています。そのような中ではありますが、
第６０回という節目を次の世代へとつなぎ、地域のさらな
る発展に貢献できるよう、実行委員会一同、本年度もしっ
かりと祭りを運営してまいります。
　皆様には、趣旨をご理解いただき、温かいご支援とご協
力を賜りますよう、お願い申し上げます。
２０２６年度小樽コンシェルジュ　葛西真美氏
　いよいよ第６０回「おたる潮まつり」の開催が近づいて
まいりました。記念すべき６０回目という節目の年に、潮
コンシェルジュとして祭りに携わることができて大変うれ
しく思っています。
　今年も多くの催しを予定しており、皆様に楽しんでいた
だけるよう、祭りを大いに盛り上げてまいります。熱気あ
ふれる３日間となるよう精いっぱい努めてまいりますの
で、どうぞよろしくお願いいたします。
■出席報告
２０２６年７月１７日
総会員数４７名　欠席者数１６名
伊早坂、工藤、斎藤 (英 )、佐藤（公）、田中、馬場、吹田、堀内、
前川、松尾、三栖、宮川、湊、水谷、村越、山田（厚）

The Rotary Club of Otaru South.District No.2510

国際ロータリー第２５１０地区日本 The Rotary Club of Otaru South. District No.2510

小樽南ロータリークラブ会報
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通巻第３１３６号
７月３１日
●国際大会の報告会
●理事会

８月７日
●納涼例会

８月１４日
●休会
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⑤８月７日は夜間例会となります。場所は北とうがらし
で行いますので、皆さんお間違えのないようにお願いい
たします。
⑥２０２７年、来年のバルセロナ国際大会のご案内が来
てます。日程が６月２６日から３０日までとなっており
ますので、ご参加できる方はお願いいたします。
■小樽ＲＣ会長・幹事訪問

渡邉　康宏会長
　今年度の小樽ロータリークラブでは、
会員同士の親睦を深めながら、皆で楽
しくロータリー活動に取り組むことを
方針の一つに掲げています。その中で、
小樽南ロータリークラブの皆様とも交
流と親睦を深められる一年にしたいと
考えています。１年を通じて両クラブ

が合同で取り組む活動が数多く予定されています。
　まず、７月２４日から開催される「おたる潮まつり」では、
２５日の「潮ねりこみ」に今年も合同で参加する予定です。
今回は多くの会員が参加されると伺っておりますので皆様
とともに楽しく踊りたいと思います。もちろん、優勝を目
指して取り組みますが何よりも皆で楽しく参加することを
大切にしたいと考えています。また、ねりこみ終了後には
「お疲れ様会」として親睦の場も設けています。踊りに参
加できなかった会員の皆様にもぜひご参加いただき、交流
を深めていただければと思います。
　さらに今年度は、ポリオ根絶に向けた合同チャリティー
コンサートの開催も計画しています。両クラブが協力し、
募金活動などにも取り組んでまいりたいと考えています。
　年明けには、これまで３クラブ合同で行っていた例会と
親睦会を、今年度からは２クラブ合同で開催する予定です。
井手会長とも相談しながら準備を進めてまいります。
　同好会活動についても、野球同好会による地区大会への
合同出場や、ゴルフ同好会の対抗試合などを予定していま
す。こうした活動を通じて交流と親睦を深め、ともに楽し
いロータリー活動を展開できればと考えています。
　会員の皆様のご協力をいただきながら、井手会長、佐藤
幹事とも話し合いを重ね１年間活動を進めてまいります。
一年間、どうぞよろしくお願いいたします。本日は誠にあ
りがとうございました。

■ロータリーソング【４つのテスト】
■会長挨拶【井手信治会長】

　本日も好天に恵まれ、北海道にも本
格的な夏が訪れたことを感じておりま
す。来週末には「おたる潮まつり」も
開催されますので、短い夏を皆様とと
もに楽しみたいと思います。
　本日は、小樽ロータリークラブより
渡辺会長、松本幹事にご訪問いただき
ました。今週は、両名とともに市長を

表敬訪問し、予定どおりであれば９月の例会で卓話をお
願いすることとなりました。
　また、翌日には佐藤幹事と小樽ロータリークラブを訪
問し、親クラブならではの厳粛な雰囲気に触れるととも
に当クラブの温かさをあらためて実感いたしました。昨
日はＰＭＦのコンサートが開催され、当クラブの有志も
準備や運営に協力いたしました。若い演奏家による演奏
を間近で鑑賞し、大変貴重な経験となりました。来年度
は事前の周知を充実させ、より多くの方に参加していた
だける催しにしたいと考えております。
■幹事報告
①本日おたる潮まつりの募金のお願いとして、潮まつり
運営委員、小樽観光振興室、そして「潮コンシェルジュ」
の方がお見えになっております。後ほど募金をよろしく
お願いいたします。
②本日の例会はクラブアッセンブリーです。クラブの現
状や活動方針について会員全員で共有しより良いクラブ
作りを目指す時間が取れればと思っております。
③潮ねりこみについて７月２１日に練習会をやります。
１１時１０分よりグランドパークで行いますので是非練
習をしていただければと思います。本番は２５日１５時
５１分よりサンモール一番街裏の駐車場集合です。その
５分前ぐらいに多分集合写真撮るかと思いますので踊り
の参加できる方よろしくお願いいたします。
④今後の例会プログラム
２４日　休会
３１日　国際大会の報告会、理事会

【クラブ基盤の強化】
【奉仕活動の推進と公共イメージの向上】
【会員研修の充実と若い世代とのつながり強化】



例会プログラム
クラブアッセンブリー
【奉仕委員会】委員長　斎藤　仁

　ロータリーの両輪は、「親睦」と「奉
仕」であると言われています。奉仕に
は、「クラブ奉仕」「職業奉仕」「社会
奉仕」「国際奉仕」「青少年奉仕」の五
大奉仕があります。親睦に関する活動
は主にクラブ奉仕が担い、それ以外は
対外的な奉仕活動として位置づけられ

ます。私はこれらの奉仕活動全体を統括することが担当
理事の役割であると考えています。
　奉仕活動には「旗の波運動」をはじめ、地域の諸団体
が行う活動に参加・協力する方法があります。また、青
少年奉仕として、当クラブが創立当初から継続している
優秀高校生表彰のようにクラブ独自で事業を実施する方
法もあります。
　今年度は、馬場委員長、拝田委員長、湊委員長をはじ
めとする各奉仕委員長と相談しながら、それぞれのネッ
トワークを通じて地域の活動に関する情報を集め、ロー
タリークラブの公共イメージ向上につながる事業には積
極的に参加していきたいと考えています。先ほどの「旗
の波運動」では、ライオンズクラブの皆様が十数名単位
で参加し、クラブ名が大きく記されたお揃いのジャンパー
を着用し、非常に効果的なアピールになっていました。
私たちが着用しているオレンジ色の帽子も大変目立ちます
が、「南ロータリー」という文字は近くまで寄らなければ
確認できません。活動を広く知っていただき、クラブの存
在をアピールするという点ではクラブ名を明示したジャン
パーなどの準備も必要ではないかと感じました。
　また、活動へ参加する際には１人だけがオレンジ色の
帽子をかぶって参加するのではなく、できる限り複数の
会員で参加することが重要です。例えば、場の近隣に勤
務されている方々にも声をかけ短時間でも参加していた
だくことが考えられます。１０名とはいかなくても最低
５～６名が集まるよう、皆様と相談しながら参加体制を
整えていきたいと思います。
　社会奉仕については、今年６月末をもって銭函ロータ
リークラブが解散したことに伴い、これまで私が中心と
なって関わってきた銭函文化祭などの活動を当クラブが
引き継ぐこととなっています。このような地域の文化活
動や社会奉仕活動にも、クラブの費用をできるだけかけ
ず、会員が実際に参加する形で積極的に協力していきた
いと考えています。
　さらに、拝田委員長からは、小樽商科大学や留学生と
のつながりを生かした活動方針も示されています。単に
大人が資金を提供するだけではなく、参加者と一緒に活
動し、交流を深める機会を今年度は広げていきたいと思
います。
　各奉仕部門が「青少年奉仕独自」「国際奉仕独自」「社
会奉仕独自」と個別に活動するのではなく、「奉仕」と
いう一つの大きな枠組みの中で連携することが大切で
す。各奉仕委員長と協力しながら、クラブ全体で一体感
のある奉仕活動を進めてまいります。

【クラブ奉仕委員会】委員長　伊藤　嘉英
今年度は井手会長のもと、「ロータリーに
参加する喜びと価値を見つけ、未来を創
造する」というテーマに沿って、活動に
取り組んでまいりたいと考えています。
　先ほど齋藤会員からもお話がありまし
たとおり、ロータリーの二大活動は「親睦」
と「奉仕」です。この二つを重視しながら、

会長および各委員長を補佐し、クラブ運営を支える役割を
果たしていきたいと思います。特に、会員相互のつながり
を一層深めることを大切にし、各委員会と連携しながら活
動を推進してまいります。また、当クラブの創立七十周年
に向け、クラブのさらなる充実と活性化を図っていきたい
と考えています。
今年度の活動計画は、大きく３つあります。
　第１に、桂委員長、林委員長、村越委員長、荒田委員長
の４名をはじめとする各委員長の事業計画策定と実施を支
援することです。必要に応じて助言を行うとともに、各委
員会と会員との情報交換が円滑に行われるよう努めてまい
ります。
　第２に、楽しく参加しやすい例会づくりを進めることで
す。会員同士の親睦と友情が深まれば、新入会員を迎え入
れやすい魅力あるクラブとなり、退会防止や会員増強にも
つながると考えています。今年度は、銭函から２名の会員
を迎え、太田会員も復帰されたことで会員数も増加しまし
た。新たな仲間を含め、すべての会員が楽しく参加できる
例会づくりに、具体的に取り組んでまいります。
　第３に、入会して間もない会員への支援です。入会期間
が短い方の中には、ほかの会員となかなか打ち解けられな
かったり、活動に参加しづらいと感じたりする方もいると
思います。そのような方々にも積極的に参加していただき、
ロータリー活動に慣れながら、各委員会の活動にも関わっ
ていただけるよう支援してまいります。私自身、入会６年
目であり、クラブの中ではまだ経験の浅い立場です。皆様
のご理解とご協力をいただきながら、伊出会長を支え、ク
ラブ奉仕委員長としての職務を１年間しっかりと果たして
まいります。
【例会運営委員会】委員長　桂　正俊

　今年度の例会は、オラインカ・ハキーム・
ババロラＲＩ会長のいう、会員数は単なる
数字だけの問題ではなく、大切なのは「ひ
と」です。新会員が入会するたびに、新し
いアイデアと活力、そして新たな機会がも
たらされます。私たちが心から人びとを歓
迎し、それぞれのストーリーを分かちあえ

ば、ロータリーの参加者の基盤を広げ、かけがえのない絆を
深めることができます。
小樽南ロータリークラブの行動計画として、会員同士が会員
の職業や、会員の職業の変化などコミュニケーションを深め、
出席したくなる例会作りを目指します。また、会員卓話から、
メンバーの会社の功績があれば、まごころ箱にもつながり、
クラブの推進に繋げていきますので、会員皆様のご協力の程、
宜しくお願い致します。

【会員親睦委員会】委員長　林　正章
　今年度は、井手会長の方針のもと、
会員相互の親睦を深めるため、楽しい
親睦会や懇親会を企画してまいります。
　すでに皆様へご案内しておりますが、
８月７日には「北とうがらし」にて納
涼夜間例会を開催いたします。また、
年末懇親会や期末懇親会についても開

催を予定しています。そのほかにも、皆様に楽しんでい
ただけるさまざまなプログラムを検討してまいります。
　井手会長からは、「とにかく楽しい親睦会を開催して
ほしい」とのお話をいただいています。私たち委員会と
しても、参加される皆様はもちろん、企画や運営を担当
する委員会のメンバー自身も楽しめるような親睦会にし
たいと考えています。
　皆様には、今年度の親睦行事をぜひ楽しみにしていた
だき、積極的にご参加いただければと思います。１年間、
どうぞよろしくお願いいたします。

【広報情報委員会】
委員長　村越　仁　福島　正紘（代理）

　今期の活動計画。会報作成やホーム
ページ更新を依頼しております株式会
社Ｋ２様に例会の写真や開催内容を提
供し、連携を持ってクラブ内外への活
動内容の周知・広報を努めてまいりま
す。１年間よろしくお願いします。で、
　当委員会は委員長、雑誌・会報担当

が大渕会員、広報情報担当が福島会員という３名で１
年間頑張ります。よろしくお願いします

【クラブ活性化委員会】委員長　荒田　純司
　本年度の委員会運営方針について、
三点にまとめてご説明いたします。
　第一に、クラブの活性化に向けた会
員拡大です。会員拡大は担当委員会が
中心となって取り組むものですが、担
当委員会だけで実現できるものではあ
りません。クラブの将来を支える最も

重要な活動の一つであり、会員の皆様お一人おひとり
のお力添えがあって、初めて成果につながるものと考
えています。皆様の周囲に「この方ならロータリーに
ふさわしい」と思われる方がいらっしゃいましたら、
ぜひ積極的にお声がけいただき、委員会へご紹介くだ
さいますようお願いいたします。「会員拡大は会員全員
で取り組む活動である」という意識を共有しながら、
一年間活動してまいりたいと思います。
　第二に、入会期間の短い会員、特に４０歳代、５０歳
代の会員の出席率向上に向けた取り組みです。具体的に
は、炉辺会の充実を図りたいと考えています。入会して
間もなく、ロータリーについてまだ十分に理解できてい
ない会員と、経験豊富な会員の皆様が、率直かつ気軽に
語り合いながら親睦を深める機会を設けます。
　その中で、当クラブの歴史や伝統、ロータリーの理

念について学べる場をつくり、多くの皆様にご参加いた
だきたいと考えています。また、ベテラン会員の皆様に
とっても、これまで培ってきた経験や思いを次の世代へ
つなぐ機会になるものと思いますので、年度内の実施に
向けて取り組んでまいります。
　第三に、出席管理および報告業務の充実です。会員の
出席状況を正確に把握することは、単なる記録業務にと
どまらず、会員同士のつながりを大切にし、例会への参
加意識を高めることにもつながります。こうした日々の
積み重ねを通じて、会員の満足度と出席率の向上を図り、
さらには会員の維持や新たな会員の拡大へとつなげてい
きたいと考えています。
　以上の三つの取り組みを通じて、会員の皆様に「入会し
てよかった」「参加してよかった」と感じていただけるよ
うな活動に努めてまいります。当委員会は見延会員、斎田
会員、田中沙貴会員とともに活動してまいります。皆様の
ご理解とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

【国際奉仕委員会】委員長　拝田　昇
　今年度、国際奉仕委員長を務めさせて
いただきます拝田です。副委員長の吹田
会員、前川会員、委員の白石会員ととも
に、四名で一年間活動してまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。
　私自身、地区の国際奉仕委員も務めて
おりますが、地区の会議では各クラブか

ら「国際奉仕として何に取り組めばよいのか分からない」
という声が多く聞かれます。そのような中、各クラブで共
通して取り組まれている活動の一つがロータリー米山記念
奨学会への支援です。本日は改めてこの事業についてご説
明いたします。
　ロータリー米山記念奨学会は、日本で学ぶ外国人留学
生を支援する、日本のロータリー独自の奨学事業です。
単に奨学金を支給するだけではなく、ロータリアンとの
交流を通じて日本への理解を深め、将来、母国と日本と
の架け橋となる人材を育成することを目的としています。
　この事業は全国のロータリアンから寄せられる寄付に
よって支えられています。皆様からのご寄付は留学生の学
びを支援するだけでなく、国際理解の促進や世界平和にも
つながる、大切な奉仕活動として位置づけられています。
　今年度も皆様のご理解とご協力をお願いいたします。普
通寄付につきましては、全会員の皆様に年間４,０００円
のご協力をお願いしており会費に含まれています。
　また、特別寄付につきましては１０月を寄付月間として
ご協力をお願いする予定です。例年どおり、エレベーター
前に受付席を設けますので、ぜひお立ち寄りいただき、温
かいご支援を賜りますようお願いいたします。
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